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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アポトーシス細胞の核分解に必須のフラビンタンパク質をコードしており、健常細胞のミトコンドリア膜間腔に存在します。アポトーシス誘導は、このタンパク質の核への移行を招き、染色体の凝縮と断片化に影響を与えます。さらに、この遺伝子産物はミトコンドリアからアポトーシス誘導タンパク質であるシトクロムcとカスパーゼ9の放出を誘導します。この遺伝子の変異は、重篤なミトコンドリア脳筋症である複合型酸化リン酸化欠損症6（COXPD6）や、神経障害、軸索障害、運動感覚障害、難聴、精神遅滞を伴う疾患であるX連鎖劣性シャルコー・マリー・トゥース病4（CMTX-4）としても知られるカウチョック症候群を引き起こします。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。染色体触媒活性に関する関連擬似遺伝子が同定されている：2 グルタチオン + タンパク質ジスルフィド = グルタチオンジスルフィド + タンパク質ジチオール。,補因子：FAD。,機能：顕著なタンパク質チオールジスルフィド酸化酵素活性を有する。,機能：カスパーゼ非依存性ミトコンドリアにおけるアポトーシス細胞死のエフェクターとして作用すると考えられる酸化還元酵素。ミトコンドリア外AIFは、核クロマチン凝縮と大規模なDNA断片化を誘導する（in vitro）。DNAに配列非依存的に結合。,類似性：FAD依存性酸化還元酵素ファミリーに属する。,類似性：1つのチオレドキシンドメインを含む。,細胞内局在：アポトーシス誘導時に核へ移行する。,サブユニット：XIAPと相互作用する。,組織特異性：広く発現している。,
	研究分野
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	AIFM1抗体を用いたHUVEC細胞、HepG2細胞、HeLa細胞、およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AIF-M1ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	AIF-M1ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたJurkat細胞のウェスタンブロット解析

